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地盤の液状化・流動解析に対する
適用例：佐藤・松丸 (2006)

■ Element‐Free Galerkin法による水～土連成有限変形解析

大きな変形を容易に取り扱うことができ、大変形・ゆがみに対し
て解の精度を保持する点で利点がある。
候補業績では、要素試験シミュレーションで解に

不適切性が現れる問題や、基礎の押し込み問題の
解析例に対する有限要素解との比較により、メッシュ
フリー内挿関数の滑らかさが基礎端部の弾性解に含
まれる特異性を緩和し、計算続行が可能となることを
見出した。

適用例 #1：要素試験シミュレーション



解の検証解の検証
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適用例 #2：基礎の押し込み

解析結果：変形およびひずみ分布


